






ぶ。『日葡辞書』（慶応 8 年－1603～慶応 9 年－1904）に
「Goqi（ゴキ）〈訳〉米を入れて食べる木の椀」とある。






































キ クラゲ クワタケ エンジュタケ コウゾタケ
名数。食用となる五種の木耳。桑茸・ 槐 茸・楮茸・























Food Materials and Foods with Numeral in the Name
（5）Food Materials and Foods with Numeral 5 in the Name（Part 2）















ソ キクソウ ハハ コ グサ
は鼠麹草［本草綱目啓蒙］。母子草の「ハハコ」は母子の

































































あお な めし コ マツ ナ こ カブ いりめし いり な めし
集）］。青菜飯は小松菜か小蕪の葉の煎飯（煎菜飯），黄
ク チナ シ こ が ねめし ア ズ キ
飯は山梔子で色付けした黄金飯，赤飯は小豆の煮汁で色




ノ リ や ノ リ めし
き海苔を揉んだものを振りかけた焼き海苔飯。あるいは





































































し ごうもち ご ごう う どん
されていた［蕎麦の事典］。「四合餅五合饂飩」というと
ころもある［蕎麦の事典］。旧北橘村（今の渋川市北橘









































































































グロイワシ ナカ バ イワシ


































イワシ サ ン マ サケ
くなる。材料は鰯ばかりでなく，秋刀魚や塩鮭でもおい































































































ご さんさん ご さんさん
五三三の献立・五三三の膳ともいう。祝儀の馳走の膳立













ご さんさん ご さんさん
治 31年－1898）にも，五三三および精進五三三の三献，












































ご さん に ご さん
進五三二の三献，本膳，二の膳，三の膳の献立が五三






















































































さめが い も ち なら
江戸時代，醒ケ井餠に倣って，江戸でつくっていた五種


















































ばいにく サ トウダイコン ソ バ こ まっちゃ
を，梅肉または砂糖大根で赤色，蕎麦粉で茶色，抹茶で



























さんしょく そ ば ご
で三色蕎麦＊とともに名物蕎麦であった［蕎麦全書］。五





















しろたえ さらしな クロ ゴ マ クロ ゴ マ こ
白妙（更科），あかね（本紅染め），黒胡麻（黒胡麻粉入







































































































































































たまつくりこ ま ち そうすいしょ
モデルにしたとされる『玉造 小町壮衰書』（平安中期～
末期）の主人公玉造小町が口にしたというぜいたくな食





































































































ダイ ズ ササゲ ソラマメ ご こく
・大豆・豇・空豆（蚕豆）の五色（五穀＊）を入れた
飯。12月 31日の年取りの晩に必ず炊き，五穀豊穣を祈


















ご しき も なか
皮と餡の色を五色＊に工夫した最中［新版食物事典］。緑
ユ ズ あん ア ズ キ こ あん シロインゲンつぶあん
は柚子餡，茶は小豆漉し餡，白は白隠元粒餡，紅は大角
ササゲつぶあん み そ あん お ぐらあん
豆 粒餡，薄墨は味噌餡とする［新版食物事典］。小倉餡，





















































タデ カキ かわ ダイ ズ セン ニン コツ かん ラ フ
全］。蓼・柿皮・大豆・仙人骨（乾蘿葡［大漢和辞典］）













































ニ サクイモ ニ ド イモ サン ド イモ
考］。ジャガイモは，また，二作芋＊・二度芋＊・三度芋＊























ゴ ショウリュウソウ ゴ ショウリュウ
あり，『中薬大辞典』（1985年）に五爪 竜草・五爪 竜















ガキ ゴ セ ガキ ゴ セ ガキ コ セ ガキ ゴ ショガキ
柿の称は，五所柿，御所柿，巨勢柿，御所柿からの転で
あるとされる。「コセガキ」，「ゴセガキ」の語源には諸





























































ご ふん き いっすんぎ に すん ぎ さんずん ぎ
の切り方には五分切り＊，一寸切り，二寸切り，三寸切








































コ ノ ヤマ ゴ スンニンジン
た木の山五寸人参＊［47都道府県・地野菜／伝統野菜百科］，
愛知県名古屋市の東部の丘陵地帯八事地区で古くから栽
ヤ ゴト ゴ スンニンジン
培されてきた八事五寸人参［47都道府県・地野菜／伝統野
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レンコン ゴ ボウ ニンジン ナ ス フキ タケノコ シイタケ キンカン
菓。蓮根・牛蒡・人参・茄子・蕗・ 筍・椎茸・金柑・




リン ゴ ビ ワ ミ カン ワラビ ショウ ガ
他に林檎・枇杷・蜜柑・蕨・生薑・セロリなど多種が
ある。初めは材料が河内平野大和川産の五種類の根菜で
だいにち あ しゅく ほうしょう
あったので，真言密教の大日如来・阿閦如来・宝生如
あ み だ ふ くうじょうじゅ ご ち
来・阿弥陀如来・不空成就如来の五智如来の天地の恵
ご ち か
みに感謝する意味から［日本の名菓］，「五智果」と名づ
けた［和菓子の事典］。五智如来の五つの智恵を象徴する
称とも［日本名菓事典］［縁起菓子・祝い菓子］。
2020年10月 7日受理⎛
｜
⎝2020年11月 5日採択
⎞
｜
⎠
数のつく食べ物
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